
平城宮跡 ・藤原宮跡の発掘調査
平城宮跡発揚調査部

τy-p主日跡発1;'1:訓究(fll(;t，1971什)Qに平城?;(湖、の発HI :訓 1'fをtn72~74次 0) 41"1にわたってお

こなった。 卸72次訓有地はHt定都 1 次内現地域であり ， イド W1971で制作したおf~ 69次淵伐j也の

jJg fWJに隣接している。制有地は， 6 A B PI)<.:<-Iヒ)と 6A B QI>(Cf行)の 2か所にわかれているo

tお73次の調子王は， Ht定都 2次IJ'J袋内手1¥の京南部から京後にかけておこなった。flfn4次の調抗

は，現状変更に「ドう事iiii調査で，いずれも発掘而加が狭く. :\立，Ii\~の i1:桁が不明確なので，今

回の報告では省略する。 jM~原官跡では第 3 '~ 5次の 3回にわたって発掘調査をおこなった3

tn3次調査j也は宵の凹南|病にちかし、ところであり， ïlï也;' (j:宅建設に伴う IJnìíT調査である。2f~

4 次制査地域は， 大極般跡の京側の内裏外郭に.j"(f~定される j也抜から東方の官街地区にかけて

の-fifである。なお第 5次調子fをi:VJ堂院四方の鴨公小学校移転予定地で現在調査中である心

名次別の調子k位置，而f:il.WJI/¥Jについては第 1表および部 1・9図を参照されたL、。

3次1.1 :l'数f ::11，1 :l'f. J也 IE ;品l :ff. JtJ] lill Jlhq i 帯zfi 

72 .It 6八日 p-r. G JHiAtfll次lJ.f')! 21.7" 
τlλi2 ，H 6八BQ-C HI'山第 1 ik l付'?~

1971. 5.17 - 1971. 11.11 
17.5 

城 73
6八AQ-，I¥.R

J ffiíi:'~'~ 2 (k ll.ßi~ 1971. 7. 1 - 1971.11.17 ， I ~.O 6AARーじ

74Q) 1 6AsNー l 'i，¥'.lt辺 1971. 5.11 - 1971. 5.18 O. 
qzJ匂¥'

2 6八LOーC 下ou辺 1971.11.18 - 1971.11.20 0.1 

跡 3 6sFK il;司王守'i'lnJjl内 1971.12. 3 - 1971.12. 8 0." 

6AOs-H 百回.It剖l 1972. 2.17 0.1 

11利点 3 6A.lL-E pqj何rf1lIT 1971. 7.27 - 1971.11. n 8.0 

-::-;跡 6八 .11"-0 |付')1耳{外'ill 1971.11.29 - 18，0 

a・n 茨 19i 1ゴr:-J1r 9(; .Ji.I: ;0，'，1 :rf. :IK i見

推定第1次内裏 Ct(m次調査:) 北地区 第69次調子t地域の北 ・西部にあたり ，朱惟I"J巾iFIIi

tぷの北延長線上にある。建物 9陳， iJ'(: 2条 ・桝10条などを検山した。泣椛は大き くA ・B.

Cの 311~'JPJにオっけられる。

AWJは，B JUJJ芭包・の際にかなり大規悦な削317.，弛j也がおこなわれているため， J.立椛のiQi仔

状態が緩めてj巴く，69次調査では時前みの段SX6600とそれにH屈する木|精SX6601，建物

S B6605等の:il:!Wiが検11¥されている。今回の調布で縦突にAJUJと認定できる泣椛は，わずか

こ務S07165， S 07167のみである。

S 07165は先制区'119と北討ーりに{村宜し，di問方向のJ仁川と，その東端からI削Ji'する点IIYiiJ、

・成る。:IU，'時で・は 3([i'ij所に円状の張り 11:しをつくっており ，張り 11¥しの欣11Lは'1"lqiJ紘 卜Jえひ-

'-I-"Iqli線から点flliに15mの地点である。 i，Yi'は帆].2~0.5m rt さ O ， 05~0 ， 2m斜度で ， 氏のif:j(J ~ 
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平城宮跡、藤原宮跡の9HIi1調査

あり ，さらに検討を要する。また南(lUIについても法問化粧の泌跡が不ψj縦であるため全体の

規松を切らかにすることはできなL、。

BWIには，AWJの桝築市iを削τli.し，台j也を南に1]1;張している。そして台地上を10尺方|阪に

i也訓 りし，きわめて雑然と建物を配置して，大規悦な造営をおこ なってL、る。 第69次調査で

正殿と 7隙の東l協庭生 (東m1 b投~京第7殿〉を検出 している。今|亘lは69次制査で検 川したiE1ItX

S B6610の北 3mの依置に SB7150，さらにその北fl[llに各々6mのb'F肉mをおいて後殿S871 

51・SB 7152を検Hlした。これらの土l!物はL、ず:iLも'I，ililh線上に{次世 している。

S 87150は 9x 51:\1 のJi LJ而川iっき京 IJ4 1~ ! で，.[j'合政から 31:\1めのH通り に 1 :\1 (1:切りを設け

てし、る。このYJ!物と SB6610との閃係については，j，lij'，れがJl[P42つのillFJfisによって岐抗する

J.M合，あるL、は SB6610がさらに陥i:ltの21抜に分か，/L， /fii{l' 3 倒!が~(iび~iUllに lji. rを Hfする J.1，，)

合等が考えら:1Lるが， [lL在のとこ ろL、ずuとも決 し縦L、。

後殿S87151. S B7152は，ともに 9x 211.¥1の点四|来であり ，それぞれ，};I-{m' 4雌 SB66 

66，京第 u般 S86669とれ通り を揃える。なお，S 87151は後にfyjへ完了ご|ずらして建てかえ

ている。また S87152の:It及び問f1UIには禁制りの刑法前日 D7162・SD7163がある。

また，'1'央の建物:)1下(SB7150・7151・7152)から点3mのf¥i:世にはI十Jへ流れる 川敷liVj;S D 

6608がある。辿物llfの四0¥11にも SD6608と刈祢の似世に南北ï，\'j; の- ;'~iíが伐存していた。

この他BJWに印するit;陥としてSC6670がある。これは 「第2次内製」外手11北日11築地回腕

のI何柱列と同一線上にあり ，こ の一郊の北をl拠るj庖設である。今回は南佐デ1Iの一部を検川し

た』ことどまる。

以上BJUIの泣桝は69次制究分とあわせて，ほぼその全貌を把握することができた。 SB66 

10， S B 7150を中心として東に 7糠の11仏殿，:1ヒに後殿 2隙を配置し，おそら く凶似11にも同係

の11あ肢を配したと予想される。ともあれ，このような:ill物の配置は， r第 2次内喪」地区や

他の'1当f沼地区にもJJiをみなかったものである。なお，B J~Iに Þl; ~長された台j也の Î~m，H :t: ， 本訓

子fJ也域に問Jtzする 6ABQ区においても，倹11¥しておらずおそらくそれは 6A 8 PI~: と 6A

8Q区との'1.'1:¥1.虫干E.通路となっている位世 (SC6670のi反応'1'心紘からiHへ300尺の総にあたる)

にあるものと屯12じされる。
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CWJには.BWJに肱張した台地上をそのまま利用しているが. BWIと比較して全体の規棋

はやや総i少し建物配iilも大l阪に変更している。J也告IJ法もBJDIにみられた10尺方!眼地割は用

いていない。

CWJの王殿と考えられる辿物 S86620(19 x 51::1の建物で. I'q削にjムいJ~l iをつけている。

S B6620の身伶れ抗1 : りカ hたには人以大の傑がサー ク ノレ状に;)(~んでおり ， 身合i'\j)分にだけi踏石

を汀It、た可能性もある。SB6620の北には後殿SB7170がある。これは南北町而に広L、Jtliを

付した 7x 41HIの建物で，東西の妻柱から各々 21:jJめの{立世にU:H:l:切りを設け， 全体を 3つ

の区画に仕切っている。このう ち西側の区画内には長方形プランの土扱SK7193があり ，凹

で-石蚊TI~f. S D7195に，北で謀ー掘りの術SD7189にそれぞれつながっている。後般の放には 5

x 2間の礎石村身舎に抗日立柱の南北両而Hliをつけた!協殿SB6621が，後殴SB7170と棟通り

tn 2 同行h定負(n 次内真北j也|主.)立Wi?~iJllIIス|
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:< ji-J威主'，1'~; . JLf}Jj( '，自 の跡発J日!訓~f.

i立 |時 ヰ1:I::Jfl
1・1:I::J.J"t.t1l1 

~iiJ :J)' W1f 決行

A 1 S 86605 }!U国側 7x2以上ワ 2.98 2.98 

S 86650 }l[[!"ljl~[ :3 x 3 3.56 2.98 
81S87150 }l~jlGN[ 9x5 2.98 2 . 9 8 ll| A:qql fl{fjMl :: 切切l り

S 13 7151 }Jn!!jIJl[ 9 x 2 2.98 2.98 11 り

SB7152 }ltillj倒[ 9 x 2 2.98 2.98 縁 1・l

S 86620耳1H1{1t dLi11{9X5 2.99 2.99 I|国fJjlhtilll品JiIlli((4.18)) S 136621 ]Willl( 5 x ，1 2.52 2.66 ii'i:ftlfil (3.70 
c I S A6626 ](~-lj腕棟 20以 |て 2.93 

S 87170 31[fI_GI'-I[ 7 x " 2.99 2991Blti;Iji，I{|jヒqi-11ilり(・1.18) 
SB7173 m.ltbl[ 5x.1 2.66 2.691U0j 1(3.8R) 

おí~ 2 表折r~Æ~'~ 1 次 1 )、L').~主~j出llf 第 31豆Ijrr~Æ;;H 1 次 Il、J ~HHJ也l出削IW尖i!lll凶

を揃えて配置される。 SB6621の入(IUJれ3iIJの鎚石J也業!i荷ij}.llJ也業となっている。 この他， C 

J~Jの脇般風土li物には南北側Uî物 S B7172・7173がある。 SB7173は SB 6621と始と 同規悦の

u!物で，京凶の側位列が，それぞれ， SB66211白去;村:列， S B 7170東3色村ヲIJと同一線上にあ

る。身舎には SB6621 と同様，磁石を)I:J~、たものと J41われる。 S B 7172は，中il~hff~lを隔てて

S B7173 と がI称の (\'t: li~Iにあり，京削除t列を検 /1\ したが，山側は先制.tili域外にのびる。 これら

の~物群は京凶l1F S A6626によって北を画されている。

この他， nYjのjmb~ として S 07177 ・ 7175 ・ 6633などがある。 S 07] 77しtS 87173の北fJllJを

点流し， S 86621のlili長からI}[jへ 3mの位i位で北にjji'Jl， S 07175となる。 このiiY1;':t京凶!lfl

S A6626の北を京iikする S06633にそそ ぐ。

このHり切には，!Ji物の配位が大き く 変化しており， さ らに，~物によ っ てれI I.\ J寸法をjム狭

多様に使いわけ，また拐を多川 して蚊地内をと 1)/)‘こんでI}'}ffllを小さく区間するなと ， BJ~J 

の建物配信ーから大きな変貌を遂げている。 このようなCJUJの建物配111は，J抑界の多I刑|日1という').'

をも合めて， r第 2次内実.11:長官における」品仰のあり方と多くの共通性:をもっているといえ

ょう。

南地区 北地区の台地上ill物併のすぐ前市iで， 'I-， jl ~h斜!のバ[(liJJにあたる。広いさ巨川地を必袈

としたせいか，造物， 111，部， ~.I二戸等のj山桃が分散的に検山されただけて・あり， J邸時検11¥而|

のレベルは，北地区より約 3m低L、。

AWJには，中jl~hK~lの京約20mのところを陶北に走る IPr.l1 m のヨ~~}，Il り の術 S D7142と， チ1:戸

S E7145がある。69調査で均的段SX6600のliiiiuiに検11¥したλ ラス放追緋 SX6603の延長 gi~

は明確には検出されなかったが，バラスの多lJ:(こ分布する部分があり ，おそらくこの地域も

当初は全而バ ラスを蚊いた広場で・あったものと.141われる。

BJUJのi立{Nt と して，発.j}， ll区 Illi ~tfji\で， バ[ILLj 21:¥1以上 xih .It 1 11'，]の!J:，')・f;ld:dd:hWS X 7141を倹

山した。 SX7141のfJ:抑!りかたは 3x 1 mのj毛)j)形プランで，七i:位置だけを-f立派 く捌って

いる。初当日lは京illi約 6m ， 南北約 4 mあり ，引二'li~'ー に Jムし、。 カ‘りにこれを ~I' llijh紘で:' î!9へ jlj' り返

すと， .!-I~ lili約36m (611¥1)と |刻めて長い作'J'Us.、]i'i1Iiになる。 L、ずれにせよ， これまで、ILj城山



京良国立文化JH1jJf究所年総

でも例をみないill.hl¥'である。この他にはBWJと認定し得る泣 A 期

桃はない。

clmには，発掘区中央北辺で倹1.1¥した南北総SD7131があ

る。底には河原石を敷き，側壁に月Jl、た玉石の談き取り JJ定跡

を認めた。 このが?は第69次調査で検出した SD6612(2030'程

の傾斜で南下している)の南延長線上にある。 もし拡張した台

地の南端が現椛内道路の位置までのび，ここでSD6612から

S D7131に流下するとしても，両者の落差は 1m以上になる。

S D7131は南へ流れて荒掘りの東西締 SD7132と接する。

S D7132は幅約 0.5mの浅い栴で，中ijqilX;必から約 33mの位置 B 納ー

まで*流し，南北裕SD7133に流れこむ。このほか発掘区北

端には東西3.5m，南北約 2mの範聞に凝灰岩切石をM泣いた

とみられる逃柿 SX7138があるが， i生物はよくわからなし、。

A'B・C3 JWに分けられたもののほか，所属時WJ不明の

.iJ!4~ S B 7140・7134，Jltf. S A 7130があり ，また瓦慌を{:Ioった

こu廊SK7135・7136などがある。このうち SB7140・7]34は

辿物のilqil k~[がブj位にそわず， ，腕悦の点からも CJ明以降のもの

と考えて間違いないであろう 。東iLY堺SA7130については，

J町立の関係からAJmとするには問題があり，なおB，C¥，、ず C 期

:IlかのH初mに1置くことに虫干しでも杭極的な根拠をもたなし・。

以上のように陶地区は泣椛の分布密肢が低く，A~ C WJを

通じて台地上の辿物訴前面の広場であるとし、う基本的な性格

に変りのなかったことが切らかとなった。特に， ítl~ 2次内

袈」正脂J也区の四に並び， i第 1次内裏」の中心建物の存在

を予悲!した地域であったにもかかわらず，このj也成が，終始

「広場」としての性絡をもち統けたということは，むしろ北

地区がこの一端・の咋1心をなしていたことを示しているo tl.~" 図推定第 1 次内哀変巡図

第72次調査で111土した造物には瓦，土背任などがあるが，品:はさほど多くなし、。瓦，ゴ二日告と

も， :ltJ也阪の Ss 71 50~主抜llj(り穴や S D 7175~~~の造防からまとまって 1 1\ ニ| ・している 。

'lfIフL l.・:[(;1:第 69次調芥.て'6282~)式が多かったのに対し，今回は6134別式が全体の約50%-(' 1i.i

も多く，やや興ったあり方をみせている。 軒平瓦では69次調査問除に通称京大寺式の67321~!

式が多し、。

土探では，S B7150の柱抜取り穴のH:¥土資料によって BlPIの年代の一端をおさえることが

できる。SB7150U¥土の土球は .S K219段式 (天平安:字末年頃〉と SK2113隙式(笠色頃)のそ
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平以官跡 • j除JJí[宮跡、の発j\ll~同校

れぞれに共通する製業をもっているが，SK2113段式により近いといえる。これからみると，

BWJの造営11羽田は天平末年を遡らず， 天 iY3~・下ij3. lIlJにおかれる可能性が向し 、。 また CWJの ~ I~

代を示す資料には， S D7175/1¥土の土問がある。 SD7175の土間は SE311-B係式 (平安

干iJJW I) に 似た特徴を示している。 CJUJの下Jq~が平安時 代に|係ることはIHJ進いない。

このような年代制から，こ の地区のAJUJのうちにl正に「卸 2次内袈」が成立していたこと

は忘れ、なく ，両者はかなり早い段階から()fイfーしたことが切らかと なった。 この地区の性絡の

究明はなお)1，'1辺地域の調査にまたなければならないが，現干EのlI~j・ )!.Î，でーはこの地区を「中宮」

1'.1-'宮院J，あるいは「西宮」とL‘った r1人j京」とi削主な関係にある場所とする蓋然性の強

いことを指摘するにと どめたい。

推定第2次内裏東南部 C!'.U73次制査〉 このJ也肢は奈良山丘陵端にあたり ，ì~IJ平および雌土

二よる3Ji担而iを階段:伏に形成 しながら南にl係っている。 内裂は一辺 200mほどの方形の平犯

而をなし，その南端で約 1mの段?絡がある。この下の、11.坦而に大Hu民跡をはじめとする土凶

があり ，京後跡には京四 7m • j.Yl北15m.(::jさ2m

の土j丘が成っていた。

I!'!z/Hした平城宮のおもなi立陥は，京後， 1)ォ j~~'J~ の

lli:IHJ建物 ・築地凶Ilifi2聞 ・築地凹JtiliにIJf.Jく|“J2隙 -

miJ'z:柱ill物 8f集・抗1:立校蜘 8条などである。これら

の巡机は， I):IWが存続したH与WJの辿杭 U.:J:Y，iJ以降)

と， そJL以riiiの辿桃 (ー卜F:"ij立桃)に分けーら)L， 抗1:立

柱M5条が下!日逃椛に属する。、11.城'JU;以iiiiのj出111と

して布1 1 切J~r古墳がある。この前方後円墳は， 31i.以官

造包・にあたり，墳丘は削られ，涼はJmめら.1Lて緩い

傾斜を もっ整j也而とされ，このmiに下府逃桃が灯ま

れた。その後，大規模な内裂のj芭也・がおこなわれ，

内真周辺は揃二L:されて現在に近い段状地形が形成さ

れた。造話・後は強地を伴うような改造はな く，出絶

後に水凶が営まれる過程で主主j虫得:は削平され，低j也

はJ~llめらüて現在にいたっている(第 5 閃) 。

JてJo.. 市出品 築地問JI!liで IJI] まれた内~tJ ~ jJj 11;押され

た。 築j也Jnl Jrmは_j:伏に 1)、j災会 I~' I し，名 lúiに I"J Ij'; I Jfl l ‘ 

ている。悶ITIi築地|而IJril iの点端には大);lt n;'~なÆIHJill物

とそれに北J潰する紺|殿と 付属施設が設けられる。内

装の閣にはffil品l建物と相刈して京楼が造られる。l%f

&<t;.yJJ;riや1・Lを多く {史j刊し，~ìきったjι'JZがされてい

-31一
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奈良国立文化財・研究所"I'f.fl

る。1"1災の京南部分のl付。lI]は，大規悦な施設のない出11-¥]で，小さなili物がj位り替えらJしてい

る。以上の辿物は奈良H寺代Jili末Jij]で-廃絶している。

現在の東桜断、の斗:庄iiをとりこんて大きな束楼跡SB7700を検:1:した。基jillの)i'ilILUは削平さ

れているが，法凶器官官の抗i:込みを地業により ，南北29.5m・束凶15mほと.の大きさに復原さ

れる。 ì'íリ平され残ったti_~)i1は南端で約 1. 5 m の尚 さがある。 その上回には礎石&Ilx り穴が 5

か所あり，柱11:\]寸法 5 mで千鳥状にi~ lI: された。ニ1::3r，jの現状からは南北線桁行10110 ]で似通り

こも柱を省略せずmてる後I~，]風の建物とみられるが， 土j立は南方にさらに若干!よかったらし

いのでIIx 4問と考えることもできる。

重IKlM¥物SB7600は，南而築地問販11の!Ul1;;aにあり ， I~i;泊りに犬山 、抗1 :立小1:をもっ総れの 7 x 

41日!の建物である 。 瓦lFきで二階辿てであった。 南町i築地回廊と同lI~j にj告られていて， 主主物

|人j部を築地回廊と同僚に築地が1'1過している。誌j立は東西28，8m・南北16，9mと復原され南

端で向さ 1mほどの出を築成し北白lI]では向原ii内陸とほぼ岡市iに造成したものである。礎石紘

1&り火には般石が伐っており ，据え付け捌りかたもある。建物の床miは身舎全部が土|品lで，

築地より 内側の州 と基)i11'fil分には1l，k}1(岩政石がH]l 、られていた。 1:1~1:がち併も焼以岩切石を J-I]

いており ，北。!I]ではほぼ完rr-してL‘たo 0!物は京im24.9m・南北13.1111と佐原され， fJIH]寸

法は築地|旦IJlisと-.i1(の訓付けてJ"i.去を もら，}時iでは身舎の 3分の 2になっているo illl羽辿物の

北 4，7mへだてて付w，の創11版 SB7601がある。 1r.I:il七lの 7x H¥]の建物でLft:l拡]ill物と南北の

よÌ，通りをそろえている。 この 2 仰の建物の 11r]に，各 ノ~ <1 :本の抗1:J'IJまからなる SX7602・7603

J立
lけ11¥1寸法111

主I: I;:I~ 止とζLと二i' (1m -)5' 
桁tj'l架行

lお

上
上

2
2
4
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1

4

以
以

x
x
x
x
x
x
x
×

x
x
×

×

×

x

弓
U
内

δ
l
l
H
3
4
1
1
7
7
1
1
4
3
5
3
3
3
5
ω
 

附
胤
桝

M
M門
門
物
保
附
附
似
附
即
断
似
隙
隙
隙
棟

四

回

開

而

占

地
地
北
北
凶
阪
市
民
什
凶
凶
北
凶
北
西
西
北
北

築

築

山

川

脱

出

山
県
南
市
南
東
凹
回
強
烈
木
木
東
南
京
市
相
以
来
雨
前

"h
v
AHu
-『
d
nHV
'E晶
《

HV
-E-
内

HU
'Ea
n
F-
内

4d

・4
・-吋UF
H
U
目

''
n
M
u
n同
d

戸、u
nH
V

FU

A噌

Q
d
1
a
1
A
Q
d
o
d
n
v
A
v
n
v
n
u
n
v
n
υ
n
u
n
v
n
v

ハu
t
a

ハU

'l
p
O
R
U
FH
U
F
O
ミ
M

戸、up
h
V
円

h
v
p
n
v
目
U
FhU
F
O
FhU
FO

phu
内

h
U
FhU
7
'

n
u
A
U
7

・句'
-t
円
，，

守

'

月
lr

n''
守

r
Fet

マf
月イ
r

nvf
司

lf
司

f

n
リ

g

"aF

7

・

C
C
A
A
A
B
B
B
B
X
X
8
8
8
B
8
8
B
B
 

S
S
S
S
S
5
5
5
5
S
5
5
S
5
5
5
5
5

5

 

上

M

3.87 3.87 
3 . 9:~ :U7 

総長16.2
総長 8.0
総rW.9

3.93 3.87 
3.87 3.87 
3.933.93 Jfii2.62 
3.93 2.95 i，i;iij品1;:12.62

'1.17 x2.17 

'1.l7x2.17 
2.15 UW  2.・16+1. 95 
2.2 2.2 
2. :~6 2.95 
U 5 1.60 
2.6 2.6 
2.10 1.95 
3.，1 3.0 M2糸か
2.5 2.5 京後

下1S A0655 :iU 凶 )bl13以J 42.01;)，_七
S A6905 IYI :11::. M 7以上 61.0以j二，
S A7592東西 p;f. 5以|ー '16.01")，ーじ
S A 7593 IYI :11::. M 18以上 55，0以上

h11 S A 759.1 :東西 J!Jt 6 総j主18.，1

が11 '火 Ijl~ Il6JJの I H]にとりついており， ~1l 1弘i辿

物の|措上に登る木!犠の施設の 可能性 があ

る。なおm7¥持ちWftの北に建物と南北の，l'j・j凶

りをそろえて1)U;}j(岩J;lJ石が置かれている。

以上のj立tlWI;J::IT!:1抑建物を中心とする一刻lの

ものである。

南部築地回廊SC0640は 中火に築地 ( ~I，\i

1.8m)を通した梁行3，9mの築地回廊で，

桁行柱11，¥]寸法3，93mあり ，束而築地回廊の

3.87mより若干jよし 、。 基町l阪は 10.6111と

J百:定される。南国築地凹廊は重iaJ建物にと

りこまれた形になり ， 建物Ijl~ }協で‘は桁行十1，

川寸法を縮めて接続を調節している。築地

本体・はF-hさ5CIIIほと司伐っていて，ここでうも'
S X 02~9 前方後円げt j{liA寸法令長 116111，jjij:;ij"{ffl 

制 78m，1長内部IfW壬6~帆 柱礎石4・同.J1Z1収穴若干を検11:¥した。得柱

可l3表 Hil定刻Il2次内災主2!!:j立地 随Zこiには全て納穴がある。l旦l臨床面は側ti，
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の|λJ1a1が土1111で，外部にはリUi::{i 

がある。土H¥Ji'ffI分には火熱によ

る赤変が点々と認められた。点

而築地回廊SC0156も南市iとl'iJ

じ帥j告であるが，係l通 りの築地

より束)jはrliillと側併になって

いて発妨!できず，澗抗できた)';1¥

分も北寄りでは削平が，皆しし、。

回Jiifill結石抜l収穴で・は似石がよく

す主っており ，ほI(IUニ小i&.;fIJをし

き， fJ!lliliiにこぶし大の恨石をつ

めていて， 礎石!:t上ITIiプj0.8m 

• J以さ 0.5mの)j)杉で 下半を倒

的以ブj~fur*に造ったものと Hf~Æ

される 。 !日日 iûiの 1 : l llJ ゃ ~lx {_j も ifi l

分fドjに残っている。l'lj(l!IJのIN的

ら ii\'j.も 耐吟' りほど (~ ((がよく ，

屯W，J ill物の北| ド1/i会 ら ï，l'f とのí't i/'~

}.I，i、では似1. 4 m に J.L，がりiY~v;;，iで

点に41rれてHiTI長となっていた。

なお， 京国厄I JnßI人j 側 TÝ~'(.)- り 4111J

分には寄.l:J:磁石に添えた小切1i

が.t"<i・かれて，ここを(I~ 切る皆川l

のような施;i立があったと巧・えら

れる。

南1(lil"JS B 7590は，南I(ri築地

問廊正luiのI"Jから点12111J日にIJfJ

いている。築地本体のfi'lニ1-'.が 1

11'，)分途切れ， 1対のl結石抜11兄り

火がある。 この 11/'，)分lま11-，4.7 

l1lにわたり 9JtI:l1<1';-の敷石があ

た。点I(riでーも， I ~J\から 121H J 1=1に

JUmil"J S B 7591が1m¥，、ている。

|判j(!j川と同航jむのものである。

:'JLj必'ι-跡 ー ii告lJi{12訓.の発j~li ~.'.lれ

i:il 61:;<1 j (i~ÆW 2 ì大 1'f:).Ü!O旬 i初出l'I; ::J~iJ I.l1凶
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奈良国立文化財研究所1"ム報

Wl立住列SA7595は京而i築地|旦l!rtfiの内(1l11を限

るmである。 SA7610・7611はSB7608にトu試
する小鋭校な住穴列で奈良末WIのj立物が山土し

ている。

1r.ll立住建物S87606・7604・7605・7607・76

08・7609・7615は内袈内部にあり .-I'tlLll寸法の

狭い小規模なものである。SB7606は，東西40

)'(・南北20尺の大きさで，内以内部の力|恨地割

りに規制されている。れ径はごく刺く，存続JDJ t(17 図柄1 1ゆl野 ，!ïtJ1後円f~出~:-{:ゴ

UJIは短いとみられる。他のili物は方位が北で京にふれるものが多く ，杭!日jもふぞろいである。

上府i立椛から検川した瓦mにはni.J瓦が 339.':.(あり . 2&J丘土~物J~.i 聞から多く 11 \土した6225-

6663型式の組合せが卓越している。 他に6133-6732~\~~式や藤原宮式の組合せ も認められた

が， 第 2 次 l付裏所FÞI とされる 6311-6664~~J.式の 1 1\士数はごく少なかった。 6225-6663型式は

):~I ~~院所用の瓦とされているもので. 11']裂の-{fJでこの組合せが造蛍当事IJから使用されてし

たことが雌認された。またJ仏瓦て・(土光好なやや小ぶりの例がある。

下回.ì1!~W 幼1I立川:!lf1:SA0655・6905・7592・7593・7594があり ，こJLらによゐ区|山iが造-ら

れてし 、る。州立れは全て抜き11見られている。 lr.llりかたも1.5x O，8mほどで統ーされている。

点iili築地l"IJrisの築地下lこSA6905が，間1(li築地11.11Jif!iの築地下にSA7592がある。れ1:-11寸法

はほぼ 3mであるが各11¥1で{illび縮みがある。SA 7592の北60尺の所に京四腕SA0655がある。

二It寄りで 611¥1の身(:SA 7594がSA6905にとりつく 。点後の西側では SA 7593があり ，二]tl:tS 

A7592につながっていて，さらに隔にのびてL、く 。これらの堺は大区iiliiの1部と考えられる。

お11切]野・古江t(SX0249) 今回前方後円凶の京三!と分をflJI.jj!f.した。 全長116m・後|工Ji'刊行歪64m

- 前ブi1市中高78 m と Hí~定され， 東側のくびれfm近くに)j形の込ーり IU しをもっている。 墳丘は段

築成であったらしく ，llri下位は地山を郷りこんで形成され，段上にI直輸をすえつけていたこ

とが後門部で確認された。古墳の斜而には三ぶしほと:'(})lr石が般かれ，下端に人iiJl大の似石

をおく 。 泌!以から水 ， !~ JI予liMfJíìを検 11:1 した。

今回検出 した下府追桃と一連のjJ;!，fIWが，抗í~定むí~ 2払;いJW全域にわたって-rr在する。この地

域のJ.liWtは.1人j裂の;!'lWiと1''.1災以前とに 2)(j}11されることがわかる(第81刈)。下問j立杭は，

別による 1 :{ Ii]jjが ::1 :，で ill物は少な L 、。 Jt(での 1 ，><) l ljは ， 京 I)~ ・ l対 .lt600)，(の )j ) r~を:泣いその 11(4

辺全I~tl\にわた っ て史にI十j.lt60)，( 11 Jの|丘l山iが(，j'Mしているとみられる。 )j600)てのlメ:1岨iの'1'心

ニは1r.ll立主t主~物 S B4700とl判の梨IIj設があり， これら(r I Jlj んでμ~ IJg255g ・ 尚北400)込の長ノj)r~

の小l孟 |凶がある と 1'!í~返される。 小区画の北方には侃立l)f(: ・ 又 l :t}.ど物が阪数あるが詳細はわか

らなし、。大lぶ闘の耐力は大将殿凹JfilIの外j剖に侃ム:LWf:がのびてL、る 。 以上のW1. や主~物は . 1~* 1切

に10)ミカ|恨のj也'Jiljりに脱1lillさAtている。
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3V.以'l江~~・ ・ m事以前助、の発品1 :訓:tt

上!日巡桃の内実では，築地凹JliRが存続している川に， /)'] iHIのill物のj主主主がある。築地凹Jliii

は下周の区.闘の京と凹と南を踏襲し， 北では若=r隔に移る。築地凹Jlisの各市iのほぼ4~;分 )，'，-:

に 3f".JがIm~ 、ている。 回廊ねー I H]寸法は13尺，又は40尺を 3 等分した数値である。 柱|間数(i ，

T何回は重l品|建物が柿入されているため心々491::1， :ltf@i451i4]，京・ i!!i聞は48山である。今凹

検出した南「百lの束の門は，内哀のii¥TI立H凹廊の外似1]， lli:1品l建物との1::]に挿入されている。

下回逃緋は平城宮造;ILl-当初の lI~j' JW と考えられる。 上回のj旦f'l'i の j色包・年代は今まで天τlι末年

とされていたが，内装iWl:ili:所用のijlT瓦の製作年代からみて遡ることが知られてきた。平以宮j草

笛当初jには推定第 l次内裏地区には築地回Jri/Iで阻まれた長方形の区画内にj事砧の段やUiJ:U建

物があり ，Hf~定第 2 次内裏地区では抑立中tの射で凹んだ |豆町があったことがわかってきた。

(阿部;&3V.. rjl斐忠彦〉

引I8図 j m;;.Ë!:(~ 2 次 I)~ :MJ也区.ill物配世|見H系|羽 !!.¥ .fhYi 体 JニトJ1
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奈良国立文化財研究所年半I!

藤原宮西南官街地区 Ct{~ 3次剥査) 従来，藤原宮1);:)における

発掘調査は， ilVJ堂院， FI~裂等の中心部分や南門を含めた宮の lill

3?についてなされており ，今回の制貨は宮内初jの官{街地区の淵

査である。

この地区では，藤原宮の逃桃の下に弥生|時代のj享い包含j習が

認められた。発抗nはまず，全miにわたってj加東宮のiti棋の検出

をおこなったのち，藤原宮JtJJの泣椛のない部分についてのみ，

地山まで掘り下げて弥生l時ー代の辿椛を検11¥する方法をとった。

発J紺掘踊崩!の払結.封柴』検出 した巡
釘第t9 凶 Jli燦車糾-心妬b防似;己{'I泊&広.発読郷抑i日H位立i位β図

戸戸iH基在，古墳時代の井戸 2 U; ・ 土~~ 1 基，弥生lI~j 代の多数のチ|二戸 ・ 土狐 ・ 郡守rであるの勝jボ

官に屈する逃椛4士宮廃絶後に削平されていて，残存状況は非常に悲し、。特に発掘区間半部で

は，I:I-I-Il!:の強地問直下は弥生時代包合間になる。

発掘区東辺で検出した抑立柱建物SB560は南北側iで，桁行 3H¥Jと柴行 111¥J分を<<uiil!c!， した。

~:.i: H~1は桁行，買さ行とも等11~1 で 1. 9 mである。 S B656は発御区中央南端部で建物の一部を認め

た。二It(l~リH火の1(:凶は削平されているが，おそらく 31IJ J であったと考えられる 。 発抑区西部

で検1.1¥したSB590は桁行 311，¥JC柱l/¥n.7111) ， !f-:行 111¥JCHI:n3.1m)の南北械で・ある。 なお，

これらの建物は}j(li.:が北で凶へ若干ふれ，ゆがみがある。

S B590の束。llJで;).j:戸 SE589を倹出した。京四1.8m，南北1.5mほどの大きさで，検出fui

から1.5mの派さがある。立11土rl-Iから少1lj.の%1恵器と土njli器が11:¥ニlこした。

藤原宮に|到する i創出は以上である。 IJJ上造物も微量で， 今回の~Uij査では l'rHijのi生協等をHf~

定することはできなかった。

古墳時代に)d]，する逃椛としては 2tlbの井戸SE555・SE669がある。発』抑知区京I南4羽有剖-写引il附q判品で

した SE555は，長径2.2m，知径1.0mの附円形で，i策さは1.2mある。主II土から少此の木片

と 5 世紀末の~i語、器及びゴ二郎総iJ~W土した。 S E669(;I:径 1mのほぼ|ムm*である。 深さは約

1.5mある。11:¥土 した少iil:の飢i楽式土擦と土師総からみて， 6世紀前半の井戸と考えられる。

j広原宮WJの府の下には弥生lI~f 代のj立怖が数多くある。 弥生l時代の屈は上 ・ 中 ・ 下の三l切に

分かれ， 逃椛はこれらの各屈で検山した。 上回は後jtJJに，中jFjは ~I:J J UJに，そして下j習は前JUJ

にあたる。

J二JFjで検11¥した迫|んには SD666・SK760・SE813~;がある o S D666は先1}. l iI~ 1人jV .二:t;:i い

て， ユ|ヒと耐の 2か所で(J'ffiit包した。*1，¥3 In，告訴さは 1mある。切らかに人工的に抗1:った桝と，ILl.

われ，あるいは集落をめぐる開法となるのかもしれなL、o .l~Hこし上!百で $1日l鉱が 2 点出上 してい

る。 SK760は径約 3mの土扱で，r~~ さは1. 8mである。 低は砂磯田まで達しており ， 大形で

はあるが井戸かもしれなし 、。低に接して完形の珪形土慌が23点出土 した。

なお，上jE包合間から銅鐸H*土製11111を:'le比したoI~.;J さ 14cmで ， ~m と身の j毛さは等しし、。 決
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:y Jk~7~U~; . JM~lj;\7;;;刈;の発1}.1;山r~t

第10図 j除!li{'品;j1Y I何'良 11~J也区j立 h'li:J~iJ!lIl百l

iiii1!民文で赤色塗料が11.
'
j.く残っている。先形である。

I tlJ再で発見した:i1J:mとしては，S E6IO・SE680・SE 758 ~1がある。 S E610は作1.5m，

r:tさ1.5mのチ1:戸で，S E680もほぼ問規悦である。

下回に同するj立問ではSK720が"ff:-であり，十伐の1ilもわずかて・ある。

各iI~j・ WJの泣柿のうち， 発1M;区のïLli北I~J~ と I I~'火 m~m辺， または京辺で|会川した小ピ γ 卜J:Y:

は . :ill物 O) ~tíにやHUJ~ の-r'illかとも考えられるが，切 I引こし仰なかった。

第3次調査出土弥生式土器 m制~tr ' ，' ;\'WJのJ•• γ!の下からは， 畿内出 1t'fi式から泊 V掠式までを

合む大111:の弥生式ご1・慌が11¥二i二した。そのうらから，第 11Hi式 L ~日についての新 'WJ~ と ， 前 111

• IV 様式二1"総の変造過程を初介したし、。

抗 日係式土加の11¥土したj立椛としては. S 0808 • S K690等がある。jれ、百lf'泌をもっ叫"

μ縁の外反する鉢， 第 111 様式に一般的な fì 卜H~ょ (4) と 同形態の鉢， 型Eが11¥二七している。裂

は. 11 段式の~を代表するとされるもの， すなわち |人l外 ïliiをハケ |守制強する 例がJjUI'~には少

なく ，日+イ小;外 ïúiを liE剖lから~~i fjj)ちかくまで削るものが，約 7 ~I IJをしめることが1'f， J尚できる。

また ， 51Eのなかには IIp き目をもつものが認められる 。 II Il き闘の上|以が ， 員~ 11様式にさかのぼ

ることは校目される。そして，これらの土保の特徴は， ~n 係式のなかでも，終末にらかい

段階にあることを示している。なお，大阪府桑津地跡においては，第 11Hi式の艶が若しいハ

ケ1=1をもたず，形態的に2詰111隊式の裂にわかL、ところから，主主体遺跡の5!5を，唐古却 IIW式
<.11:1) 

よりも新しい段階にあるとする見)jがある。 この解釈は，本追跡における~Xór.に一致する。

しかしながら， 和f，~と南河内では，抗 日 以式の全WJI1 I J を通 して，ハケ EI をもたないう![!が主体
W:2) 

をなすことが指摘されてお・り，この般の部が地j或性をもっ ζ とも lmi'J~である。

本~ ，ì立跡 H~\ -I_:のtn111様式ニu止は，三役附に分けることが可能である。

まず，心もi'il、[刻梢にAliするものa， S E68011¥-1ょーf'.~:}に 代表さ)lる ( 1 ~ 6)。ここでは
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川k~l文はまったく認めなし、。 51iの文慌には，前線文， 11主 ;I)~文， ~n

精子文・，f{~状文がある。 f((t状文についてみると ， 1 ~-g:・のみを顕

'1;11に施すにすぎない (1)。この使用法はf本の牒状文にも共通し

ており ，やはり 1;:11てある (4)。附111i文段イ1::1ト11を肝 くものが

大多数をしめる。文|事'ill-に前うとする10本|前後を 1ij".('Lとしたタ

テ紘の11行文をつける例 (，1)もある。 鉢のn縁!i.， ~11' り 1111 ( -)'て

f立をつ くるものである。台付鉢，17i;柄、のJV1lf(il内而|はへラ削りし

ない。要は， tifllI様式の聾として一般的な形態を もっている。

しかし，イ'~， f(i円、 半をへラ 削 りするもの (5 ・ 6 ) を認め，注目さ

れる。これは，さきにみた卸 H隊式誌のへラ削りと|兵IAするの

であろう 。底部外而iをへラ 削りするものもある。

次の段階に考えられるのは. S E610下l附FF将.1川j

初12図 SD808W土仰 "腺
式波形土~{

B現lしていないらしし、、。 ただしし.I!!I級文をもっ鉢の一例(14)のみは，この段階に屈するのか，

次の段階にあるのか不明であるため，凹線文が1!tr，いとはし、L、きれなし、。鉢や日{:!:には，f(~:1丈文

を2;:1:'tJJ二)lJl、るよ うになる。|制的文除ill-川をlP.'く手法は，なお杭し、ている。鉢の 口縁は，

j1i'り1111げた段:IK口縁である023杯には，杯部口縁が直口を呈するものと，いわゆる水平口縁

をもつものの 2種がある。前缶のl仰には， ヘラ1'Ui1光線文fi;。を 2段に-iT(ねている。なお，f~ (~ 

J札 口杯のJVMI内而をへラ ì'í lJ りする手法は， この段階に 11\到している 。 他に，保体外而にr~~

の{・|・者した1!tr，文の小型車がある (10)。これは形態は確であるが，護の機能をもつものとし

て，唐古都IV様式の 1;>，;m~にあげられたものである。 この総形が，節 目1 .印式にさかのぼるこ

とはすでに認められているが，本泣跡では，この段階にイ，:在する ことが切lらかにできた。

第1II様式のなかで， i訟も新しい段階とするのは， S E610上閉 ・SE8091Uイ:の士総であ

る (11.12.14--19)01竺l線は査口縁 (15)や，鉢の文時111の上下に記、められる。鉢ーには，口縁を

段状につくる際にj)rり1111げるものと， この段階でH:¥現した府iこと，JH-をJ!iiりつけるものとがあ

る。文日付1::1日iを陪くことはなL、。大型鉢の弦場する確実な段階もここにある。聾は，頭部の

屈11[1や口縁端部の上方への発達がめだち，沼が張ってくる (18)。 総体外而は，へラ削り の

のちにタテ方向にへ ラJI}きするもの(19)と，休部上半に1111き討を践し そのJーはナデやハ

ケ自で調整するものがある (12・17. 19)。

WIVW式として詑‘められるのは， S D670H:¥:I:士総である (20--25)。ここでは， 山総文が

L

除の主体になっている 。 l僚状文は認められな L 、。 ロ縁に山総文のみを数段翫ねる ~':j杯 (23)

が11¥現する。半環状把予を 1個取りつける 台HBi!もある (22)。 鉢は，幅広.いj的り{、lけ段状

口縁を もっ。 口縁。.:;J fa~ と j限mllこは山総文を絡し，その川に波状文や櫛Hliït'ü0l文を配する 。 翌5

1， 休部の張りが少なくなる削向がある。 口縁外端miを l"I K~l:伏につくる も のが多し、。 しカ

し，1日|斜文をif(ねる例はなL、。 休部余而をハケ 11調殺する もの (24)とート、いをへラ 削りする
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もの (25)の両者がみられる。川lき円をもつものは少なL、。玄た ，1111き11もハケ 日JJ"'1挫に消さ

れ，わずかに間続できる純度ーでーある。{州市上、|勺ニ，ヘラ先によるJ;iJ.い斜線文を l，li;・めぐらす

ものがある (20)。なお，こ の段階の資料には，も:の自!Ii)f'が少なし、。 しかし， 揃Hli文のある

7iJ'l.J:も多く λら，1L， 1"1純文とともに，IfliHu'j文もまだ慌んにJI]l、ていることがわかる。

'(，U;:，畿内とくに大和で(.1、都 1111栄λρ、ら抑 IVbii式への変泣jl!!Jf'il/J';， 必ずし も lリ Jlif.~ で/s.. l 、 。

ここに紺介した'i't刊をTがかりにして，この川Jt!uをIljJらかにしていきたL、。また.今1"1の調

子fで(;t，Z(~ V b~式上保 も多 i l l-に 111土している。 これは，現引ミまでに少なくとも 3 段階に分か

れると予iHlIしている。第 V様式の利l分 も，ひとつの課題である。

萩原宮内裏東外郭 C2H4次) J~'.1:M山(;I:. ~n 2次調査地の二It， ~ I島公小学校の点。IJI隣接J也 であ

る。険111した下'，'1)(，1係のおもなJ1'.lfIWとして南北1'1';:7条，東西約 1条，抗11立十UJJl:3条，磁石建物

1倒l， 怖 1:Jιi也などがあり ，ほかに?引人jにおける :，:1'.要な通路の {(千五を雌認。した。

ゴ'61間際:中央部のやや京寄り にある北流する南北大ìll~ ，i， '~~iが約 5 mあり奈良県教育委員会

の訓子主で発見された S0105のJ-.流 とHf~Áとされる 。 当初jの併は後の改修で 両岸寄りの部分を

担nめたて.怖iを狭めている。h'liの取引こ|二(1大きく 3)符に分かれる。J二附はj除J51宮廃絶後のJlt

Uで，'1')門は改修後のJI長引である。'1'・下肘から木附を約40lU'c!ょしてし‘るが， 小)fーが多い

ため改修の11!i'J U]l .!:.1(f~記で・きな l .。 この人:Wi'I'の1，I;j);~ぞいに)j形のや1:火タ1I と ， I'J形の本1:ンピタ1Iを

作41:11発見した。|、UI'，Jfμ 、ずれも2.67mの等川であるo このn:火ダ1Iの北は先侃区外に庇びて

いるが， そのあリかたから杭JV41川のものとみーえられる。 方形のれ火のひとつには， Ii'(向約

0.3111， J長さ約1.5mのれ似が l水位 ((していた。 この大i，l'iのIJ45 111 の 付 I~に南北椀 S A865 

がある。 村:I: \Jは2.95 111 の等川であり ， おそらく IJ'J~毛外邦の点を!以る胞設と考えられる。

このほか.1食川 した併のう ち，'嗣1m以上のものが4糸ある。、これらはきわめて近J主して

((花する ものもあるので， これらが1，iJII~j':二 (F(I:したものとは考えられず， )制点官のJ:fí.J~U:l]の

経常においても数次の大組悦なjUFi-がおこ伝われたこと乞.j(i~i-じさせる。

先制|メ.の川端でj止をお炊 きとした池SX920を倹:1¥した。 これは， 第 2次;i!I，j主IーでT印字を先

!~ した池にJ主がけーる可能j~ニもある。 この池のjゃに嫁して wt!石払l jえつけのための線石を 3 か月Jí

で先比 したが， 後 |止の撹乱のため建物 ~ 8921のが~悦を切らカ ‘にすることはでき なかった。

-て，大(，I'ftでー先比した橋脚の施設から，本ゴ'c1i¥11 Iメーのほとんどがj.i1路リ泣きであった ことがHt

Aできる。 しかし，発捌区の西端にはi也があり ，また怖の位|白は，大縦般の束延長総より約

20m :ltに寄って L 、る 。 内京外 ~'ll内でのj函同庁、どのよ?に ~ I 回 さ，! Lたのかは， 今後の調子tによ

って1>>1らかにされるだろう。

以上のほか，古JJ'til~j' 1 ¥:の怖を 6糸， 1hl: I't: It.ill物 11W，タJ ;~I.=. II !d\:の糾 1 糸を発見した。

註 1 J;HI:ì ，'，')己 í~~i ド遺跡の;'J1.J1tJ (['大IW(.fの文化111.1 1962) 

2 ・3 ii也I-.・凶γ池Jm:H 2 W;tflll' ，Lit(lli jI1~~;;J:，11t会.a 19iO) 

(JI!j 1・iJ，lt. Pli 弘海 ・宮本政一)
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